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(54)【発明の名称】 電力節約その他の改良された機能を備えた液晶ディスプレイを励振するシステム

(57)【要約】
反対電圧遷移状態になろうとしている行電極を電荷が消
去されるように一緒に接続することによって液晶ディス
プレイを励振する電力消費が軽減される。この種の電荷
消去の後で、それぞれの行電極は励振器によりそれぞれ
の目標電位に励振される。液晶ディスプレイの行電極、
及び／又は、列電極は、これらの電極における電荷がキ
ャパシタに蓄積されるように蓄積キャパシタにも接続さ
れる。蓄積キャパシタに蓄積された電荷は続いて異なる
電極を目標電位に向かって励振し、後続する電極の励振
において電力消費をそれらの目標電位まで軽減するため
に再使用され得る。行電圧励振波形は励振電圧が１つ又
は複数の画素をＯＮ又はＯＦＦ状態にする最終値に到達
する以前に複数の電圧増し分を経て段階的に変化するよ
うな電圧波形である。これはシャドウを減少させ、かつ
ディスプレイの品質を改良する。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  液晶ディスプレイを励振する方法であって、前記ディスプレ

イが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い列電極

の配列体を有し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した部位が

前記ディスプレイの画素を画定し、前記方法において、

  前記ディスプレイに所要のイメージをディスプレイさせるように前記２つの電

極配列体に電位を印加するステップを含み、前記２つの行電極が基準電位に対し

て実質的に同時に反対電圧遷移状態にあり、

  電力消費を減少させるように反対電圧遷移状態になろうとしている前記２つの

行電極を電気的に接続するステップを含む方法。

    【請求項２】  ２つの電極で構成される対が前記基準電位に対して反対電圧

遷移状態になるように前記印加するステップが２つの行電極で構成される配列体

へ電位を印加し、前記接続するステップが電力消費を減少させるように前記対の

各々を接続する請求項１記載の方法。

    【請求項３】  液晶ディスプレイを励振する方法であって、前記ディスプレ

イが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い列電極

の配列体を有し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した部位が

前記ディスプレイの画素を画定し、前記方法において、

  前記ディスプレイに所要のイメージをディスプレイさせるように前記２つの電

極配列体に電位を印加するステップを含み、前記印加するステップが前記行電極

の少なくとも１つに走査電位を、また、残りの行電極に非走査電位を印加し、前

記非走査電位がノードにおける電圧によって供給され、

  電力消費を減少させるように前記列電極の少なくとも幾つかを前記ノードへ電

気的に接続するステップを含む方法。

    【請求項４】  前記行電極および前記列電極がキャパシタの二次元配列体の

対向プレートを形成し、前記印加するステップが前記画素においてイメージをデ

ィスプレイするように前記列電極へデータ電位を印加し、それによって、前記電

位を前記キャパシタ配列体の対向プレートに印加するステップを含む請求項３記

載の方法。



(3) 特表２００３－５２１０００

    【請求項５】  電気的に接続する前記ステップが前記ノードへ接続されたキ

ャパシタの前記対向プレート上の電荷を放電させる請求項４記載の方法。

    【請求項６】  前記列電極の少なくとも前記の幾つかが非走査電位に対して

反対電圧遷移状態にある請求項３記載の方法。

    【請求項７】  前記列電極の少なくとも前記幾つかが２つの電位の間の反対

電圧遷移状態にあり、前記非走査電位が前記２つの電位の間にある請求項６記載

の方法。

    【請求項８】  前記非走査電位がイメージのディスプレイに際して時間と共

に変化する請求項６記載の方法。

    【請求項９】  前記非走査電位が継続するディスプレイサイクルにおいて２

つの異なる値の間で交互に切り換えられる請求項８記載の方法。

    【請求項１０】  前記非走査電位が２つの異なる値の間で交互に切り換えら

れ、隣接行電極へ印加される非走査電位が異なる請求項８記載の方法。

    【請求項１１】  前記電位が行または場面反転方式を達成するように印加さ

れる請求項３記載の方法。

    【請求項１２】  更に前記列電極の１つが接続に先立って電圧遷移状態にな

る状況を検出するステップを含む請求項３記載の方法。

    【請求項１３】  前記方法が複数の検出器を用いて実施され、前記検出器の

各々が対応する行電極の検出用であり、前記検出ステップが対応する前記列電極

の前記状況を検出するために前記検出器の各々を使用するステップを含む請求項

１２記載の方法。

    【請求項１４】  前記接続するステップが前記ノードへの電圧遷移状態にあ

るはずの前記列電極のみに接続する請求項１２記載の方法。

    【請求項１５】  液晶ディスプレイを励振する方法であって、前記ディスプ

レイが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い列電

極の配列体を有し、前記行電極および前記列電極がキャパシタの二次元配列体を

形成し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した部位が前記ディ

スプレイの画素を画定し、前記方法において、

  前記電極の前記２つの配列体へ電位を印加するステップを含み、前記画素にお
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いてイメージをディスプレイするように前記印加ステップが走査および非走査電

位を前記行電極に、また、データ電位を前記列電極に印加し、それによって前記

キャパシタ配列体におけるキャパシタの対向プレートに前記電位を印加し、前記

２つの配列体の１つにおける少なくとも１つの前記電極が第１電位と第２電位の

間の電圧遷移状態にあり、前記第１電位が前記第２電位よりも高く、

  前記印加するステップにおいて、

（ａ）少なくとも１つの前記電極を少なくとも第１キャパシタに順次接続するス

テップを含み、前記第１キャパシタが前記２つの電位の間の電位にあり、

（ｂ）少なくとも前記の第１キャパシタへの接続の後で、少なくとも１つの前記

電極を少なくとも１つの励振器に接続するステップを含む方法。

    【請求項１６】  ステップ（ａ）における前記接続するステップが少なくと

も１つの前記電極を少なくとも第１及び第２のキャパシタへ順次接続し、前記第

１キャパシタが前記第２キャパシタより更に高い電位にあり、その結果、少なく

とも１つの前記電極が前記第１電位から前記第２電位へ遷移するときには先ず前

記第１キャパシタへ接続し、次に第２キャパシタへ接続し、少なくとも１つの前

記電極が前記第２電位から前記第１電位へ遷移するときには先ず前記第２キャパ

シタへ接続し、次に第１キャパシタへ接続する請求項１５記載の方法。

    【請求項１７】  前記列電極が前記非走査電位に対して反対電圧遷移状態に

あり、前記印加ステップが少なくとも第１及び第２キャパシタへ非走査電位を印

加する請求項１６記載の方法。

    【請求項１８】  前記第１電位が前記キャパシタの基準電位よりも高く、前

記第２電位が前記基準電位よりも低く、前記基準電位が実質的に非走査電位であ

る請求項１６記載の方法。

    【請求項１９】  前記非走査電位が２つの異なる電位の間で切り換えられ、

前記基準電位も前記２つの異なる電位の間で同様に切り換えられ、前記キャパシ

タの前記電位が非走査電位と共に浮動する請求項１８記載の方法。

    【請求項２０】  更に、少なくとも１つの列電極がステップ（ａ）における

この種列電極を接続するステップ以前に電圧遷移状態にある状況を検出するステ

ップを含む請求項１５記載の方法。
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    【請求項２１】  前記方法が複数の検出器を用いて実施され、前記検出器の

各々が対応する列電極の検出用であり、前記検出するステップが前記対応する列

電極の前記状況を検出するために前記検出器の各々を使用するステップを含む請

求項２０記載の方法。

    【請求項２２】  ステップ（ａ）における前記接続するステップが少なくと

も第１キャパシタのみを電圧遷移状態にあるはずの前記列電極に接続する請求項

２０記載の方法。

    【請求項２３】  前記２つの配列体の前記１つに含まれる前記電極の少なく

とも１つが前記第１と第２電位の間の電圧遷移状態にあり、ステップ（ａ）にお

ける前記接続するステップが少なくとも１つの前記電極を異なる電位の最大Ｎ個

のキャパシタに接続し、Ｎは１より大きい整数であり、結果的に、前記少なくと

も１つの電極が高い電位から低い電位への遷移状態にある場合に、１つの電極が

複数の前記キャパシタにそれらの電位が降下する順序に従って順次接続され、前

記少なくとも１つの電極が低い電位から高い電位への遷移状態にある場合に１つ

の電極が複数の前記キャパシタにそれらの電位が上昇する順序に従って順次接続

される請求項１５記載の方法。

    【請求項２４】  前記印加するステップが２つの電極で構成される少なくと

も１対の電極を基準電位に対して実質的に同時に反対電圧遷移状態とし、この種

の対が電力消費を減少させるように電気的に接続される請求項２３記載の方法。

    【請求項２５】  前記印加するステップが遷移状態になろうとしている列電

極を電力消費を減少させるようにノードへ接続する請求項１５記載の方法。

    【請求項２６】  前記非走査電位が前記ノードにおける電圧によって供給さ

れる請求項２５記載の方法。

    【請求項２７】  前記列電極が非走査電位に対して反対電圧遷移状態にある

請求項１５記載の方法。

    【請求項２８】  前記列電極が２つの電位の間の反対電圧遷移状態にあり、

前記非走査電位が前記２つの電位の間にある請求項２７記載の方法。

    【請求項２９】  前記印加するステップが前記第１キャパシタへ前記非走査

電位を印加する請求項２７記載の方法。
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    【請求項３０】  前記非走査電位がイメージのディスプレイに際して時間と

共に変化する請求項２７記載の方法。

    【請求項３１】  前記非走査電位が連続するディスプレイサイクルにおける

２つの異なる値の間で交互に切り換えられる請求項３０記載の方法。

    【請求項３２】  前記非走査電位が２つの異なる値の間で交互に切り換えら

れ、隣接する行電極へ印加される非走査電位が異なる請求項３０記載の方法。

    【請求項３３】  前記電位が行またはフィールド反転方式を達成するために

印加される請求項１５記載の方法。

    【請求項３４】  液晶ディスプレイを励振する方法であって、前記ディスプ

レイが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い列電

極の配列体を有し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した部位

が前記ディスプレイの画素を画定し、前記方法において、

  前記ディスプレイに所要イメージをディスプレイさせるように前記２つの配列

体に電位を供給するステップを含み、前記供給するステップにおいて、

  少なくとも１つの前記列電極が電圧遷移状態にあるように前記列電極配列体へ

電位を印加するステップと、

  電力消費を減少させるために少なくとも１つの前記列電極をノードへ接続する

ステップと、

  前記行電極へ走査および非走査電位を印加するステップとを含み、前記非走査

電位が前記ノードにおける電圧によって供給される方法。

    【請求項３５】  更に、前記非走査電位も前記２つの異なる電位の間で切り

換えられるように前記ノードにおいて２つの異なる電位の間で切り換えるステッ

プを含む請求項３４記載の方法。

    【請求項３６】  液晶ディスプレイを励振するシステムであって、前記ディ

スプレイが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い

列電極の配列体を有し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した

部位が前記ディスプレイの画素を画定し、前記システムにおいて、

  前記ディスプレイに所要イメージをディスプレイさせるように前記２つの電極

配列体に電位を印加する回路を有し、前記２つの行電極が基準電位に対して実質
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的に同時に反対電圧遷移状態にあり、

  電力消費を減少させるように反対電圧遷移状態になろうとしている前記２つの

行電極を電気的に接続するスイッチを有するシステム。

    【請求項３７】  液晶ディスプレイを励振するシステムであって、前記ディ

スプレイが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い

列電極の配列体を有し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した

部位が前記ディスプレイの画素を画定し、前記システムにおいて、

  前記ディスプレイに所要イメージをディスプレイさせるように前記２つの電極

配列体に電位を印加する回路を有し、前記印加するステップが走査電位を少なく

とも１つの前記行電極に印加し、残りの前記行電極に非走査電位を印加し、前記

非走査電位がノードにおける電圧によって供給され、

  電力消費を減少させるように前記ノードに前記列電極を電気的に接続するスイ

ッチを有するシステム。

    【請求項３８】  液晶ディスプレイを励振する方法であって、前記ディスプ

レイが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い列電

極の配列体を有し、前記行電極および前記列電極がキャパシタの二次元配列体を

形成し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した部位が前記ディ

スプレイの画素を画定し、前記システムにおいて、

  前記電極の前記２つの配列体へ電位を印加する回路を有し、前記画素において

イメージをディスプレイするように前記印加するステップが走査および非走査電

位を前記行電極に印加し、かつデータ電位を前記列電極に印加し、それによって

前記電位を前記キャパシタ配列体におけるキャパシタの対向プレートに印加し、

前記２つの配列体の１つにおける少なくとも１つの前記電極が第１電位と第２電

位の間の電圧遷移状態にあり、前記第１電位が前記第２電位よりも高く、

  前記回路において、

（ａ）少なくとも１つの前記電極を少なくとも第１キャパシタに順次接続するス

イッチを有し、前記第１キャパシタが前記２つの電位の間の電位にあり、

（ｂ）少なくとも前記第１キャパシタへ接続した後で、少なくとも１つの前記電

極を少なくとも１つの励振器に接続するスイッチを有するシステム。
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    【請求項３９】  前記回路の少なくとも一部分が集積回路である請求項３８

記載のシステム。

    【請求項４０】  前記第１キャパシタが前記集積回路の部分を形成する請求

項３９記載のシステム。

    【請求項４１】  前記第１キャパシタが前記集積回路から分離した離散型デ

バイスである請求項３９記載のシステム。

    【請求項４２】  液晶ディスプレイを励振する方法であって、前記ディスプ

レイが細長い行電極の配列体および前記行電極を横断して配置された細長い列電

極の配列体を有し、一方向から見た場合に前記２つの電極配列体の重複した部位

が前記ディスプレイの画素を画定し、前記システムにおいて、

  前記ディスプレイに所要イメージをディスプレイさせるように前記２つの電極

配列体に電位を印加する回路を有し、少なくとも列電極の１つが電圧遷移状態に

あるように前記回路が前記列電極配列体へ電位を印加し、

  ノードへ接続された電圧供給源と、

  電力消費を減少させるように前記ノードへ少なくとも１つの前記列電極を接続

するスイッチとを有し、

  前記回路が前記行電極へ走査および非走査電位を印加し、前記非走査電位が前

記ノードにおける電圧によって供給されるシステム。

    【請求項４３】  液晶ディスプレイを励振する方法であって、前記ディスプ

レイが細長い行配列体と、前記行電極を横断して配置された細長い電極の配列体

と、前記２つの配列体の間の液晶物質の層とを有し、前記方法において、

  前記液晶層の１つ又は複数の部分の光学特性を変え、それによって所要イメー

ジをディスプレイさせる値に前記２つの配列体の選定済み電極間の電圧差を到達

させるように異なる電位が２つの電極配列体の少なくとも１つに順次印加される

ようにするステップを含み、

  印加された前記電位が電圧差の値を複数の増分に到達させる方法。

    【請求項４４】  前記印加されるようにするステップが前記電圧差を前記値

の端数に接近させるように第１時限に亙って第１電位を前記２つの配列体へ印加

し、続いて前記電圧差を少なくとも１つの追加増分において前記値まで増加させ
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るように少なくとも第２電位を前記２つの配列体へ印加する請求項４３記載の方

法。

    【請求項４５】  前記印加されるようにするステップが異なる前記第１およ

び少なくとも前記第２電位を前記行電極配列体へ順次印加する請求項４３記載の

方法。

    【請求項４６】  前記印加されるようにするステップが反対電圧遷移状態に

なろうとしている２つの行電極を一緒に接続させる請求項４３記載の方法。

    【請求項４７】  前記印加されるようにするステップが少なくとも１つの行

電極を受動電子装置へ接続されるようにする請求項４３記載の方法。

    【請求項４８】  前記印加されるようにするステップが少なくとも１つの行

電極をキャパシタへ接続されるようにする請求項４３記載の方法。

    【請求項４９】  液晶ディスプレイを励振する装置であって、前記ディスプ

レイが細長い行配列体と、前記行電極を横断して配置された細長い電極の配列体

と、前記２つの配列体の間の液晶物質の層とを有し、前記装置において、

  前記２つの配列体の選定済み電極の間の電圧差を前記液晶層の１つ又は複数の

部分にその光学特性を変えさせ、それによって所要イメージをディスプレイさせ

る値に到達させるように前記２つの配列体の少なくとも１つに異なる電位が順次

印加されるようにする回路を有し、

  印加された前記電位が電圧差の値を複数の増分に到達させる装置。

    【請求項５０】  前記装置が異なる前記電位を前記電極に供給する複数の電

源を有する請求項４９記載の装置。

    【請求項５１】  前記回路が複数のスイッチと、２つの電源と、前記電極に

異なる前記電位を供給するように前記スイッチによって前記電源へ接続可能な１

つ又は複数のキャパシタとを有する請求項４９記載の装置。

    【請求項５２】  前記回路が反対電圧遷移状態になろうとしている２つの前

記行電極を一緒に接続する請求項４９記載の装置。

    【請求項５３】  前記回路が少なくとも１つの行電極を受動電子装置へ接続

する請求項４９記載の装置。

    【請求項５４】  前記回路が少なくとも１つの行電極を１つのキャパシタへ
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接続する請求項４９記載の装置。

    【請求項５５】  前記装置が能動マトリックスデバイスである請求項４９記

載の装置。

    【請求項５６】  少なくとも１走査サイクル期間中に前記ディスプレイの複

数の線が走査されるように前記回路が電位を印加する請求項４９記載の装置。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    （技術分野）

  本発明は概して液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）を励振する回路に関し、更に詳細

には、改良された他の機能を備えたディスプレイを作動させるために少ない電力

量を必要とする液晶ディスプレイを励振するシステムに関する。

      【０００２】

    （背景技術）

  現今、ラップトップ／ノートブックコンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ

、セル式電話、及び、個人的デジタルアシスタントを含む多くの種々異なる目的

のＬＣＤディスプレイが用いられている。これらのディスプレイは一般に交差す

る画素の行と列から成る２次元マトリックスを含み、これらのディスプレイは観

察者が或る一方向から見た場合に行電極を横断して配置構成された列電極配列体

に交差する行電極配列体間の重複した部位によって形成される。イメージは行電

極配列体と列電極配列体の間に配置された液晶物質層の光学的透過特性を変える

ことによりＬＣＤディスプレイによってディスプレイされる。各行電極と各列電

極の間に適当な電圧を印加することによって、交差する行電極と列電極の間の重

複する部位によって画定される画素における液晶層の部分は全ての画素が一緒に

なって所要イメージをディスプレイするような所要の光学的透過特性をもつこと

になる。

      【０００３】

  簡単な励振方式においては、一時にディスプレイの１つの行を選定またはアド

レスすることによってＬＣＤディスプレイが励振される。励振に際して、当該行

におけるイメージを変えるか又はリフレッシュするために、制御電圧が各列電極

にも印加される。この種の行の各々が選定またはアドレスされる期間は「行励振

期間」と称する。この簡単な方式に従って配列体の行数が４８０である場合には

、完全なディスプレイサイクル以内にＬＣＤディスプレイの完全なイメージ全体

をディスプレイするために一般に４８０個の行励振期間が含まれる。ＬＣＤディ

スプレイの全イメージはフィールド（場面）とも呼ばれる。以下の記述を便利に
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するために、ディスプレイサイクル期間中は場面の一部分をディスプレイするた

めに信号が用いられる。この信号はこの種場面の期間中にディスプレイされると

表現しても差し支えない。即ち、場面の一部分をディスプレイするために用いら

れるディスプレイサイクルの行励振期間は、この種場面期間中の行励振期間であ

ると表現しても差し支えない。場面全体をディスプレイするために行配列体の各

行の選定又はアドレスが実施されるディスプレイサイクルが完了した後で、新規

ディスプレイサイクルが開始し、プロセスが反復されて、ディスプレイされたイ

メージをリフッレシュ、かつ／または、更新する。

      【０００４】

  安定した直流電圧を長期間に亙って液晶に印加すると液晶が恒久的に変化し、

液晶の物理的特性が劣化するのが液晶の性質である。このような理由に因り、反

転として知られている技法においては、通常、ＬＣＤディスプレイの画素に極性

が交互に変化する電圧が印加される。

      【０００５】

  ＬＣＤディスプレイは一般に行電極配列体によってアドレスされ、これら行電

極配列体の方向は水平であるものとされる。一般的な反転方式において、ディス

プレイスクリーンは随意個数の区分体に分割され、各区分体は随意個数の対応す

る行電極によってアドレスされ、かつカバーされる。ディスプレイの第１区分体

における画素が正電圧で励振されると、隣接区分体における画素は負電圧で励振

される。その次の場面に関するその次のディスプレイサイクル期間中は極性が反

転される。この種ディスプレイの他の区分体に関しても同じである。換言すれば

、その次の場面をディスプレイするために、第１区分の列内の画素は負電圧で励

振され、隣接区分の列内画素は、次のディスプレイサイクル期間中、正電圧で励

振される。

      【０００６】

  ただ１つの単一区分だけが存在する場合には、前述の一般的な方式は簡素化さ

れ、場面反転方式として知られている。区分体が同じ個数の行電極によってアド

レスされる場合には、前述の一般的な方式は簡素化され、行反転方式として知ら

れている。
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      【０００７】

  液晶は上述した特性を備えているので、行電極および列電極に印加される電圧

の極性は絶えず反転され、これらの電極を励振する励振器回路においてかなりの

量の電力が消費される。

      【０００８】

  携帯用コンピュータ、セル式電話、および個人用デジタルアシスタントのユー

ザから最も頻繁に聞かれる苦情の１つは、これらの装置が電力を消費し過ぎるの

でバッテリを絶えず交換しなければならないのが不便であるということである。

従って、この種装置で使用されるＬＣＤディスプレイを励振するための電力節約

システムを装備することが望まれる。

      【０００９】

  大抵のＬＣＤにおける導体はＩＴＯトレース製であり、その抵抗値（”Ｒ”）

は一般に１０～００Ω／面積程度である。この種高抵抗トレースは走査信号に重

大なＲＣ減衰歪みを生じさせることがある。例えば、励振ＩＣから画素列までを

接続するトレースにはＩＴＯガラスエッジを低下させるために通常非常に薄いＩ

ＴＯトレースを使用することが必要である。この場合のトレースは５００～５Ｋ

面積であり、トレースに沿った抵抗値は５～５０ＫΩであり得る。

      【００１０】

  最新材料による一般的なＬＣＤ設計において、各画素のキャパシタンス（「Ｃ

」）は１～５ｐＦである。更に、画素キャパシタンスは画素の状態に依存し、キ

ャパシタンスはＯＮ状態において最大であり、ＯＦＦ状態において最小である。

この場合、ＯＮ状態期間中のキャパシタンスはＯＦＦ状態におけるキャパシタン

スの約３～４倍である。Ｃにこのような差があることは行によってＲＣ遅延に差

を生じさせ、２つの画素列の間にシャドゥを生じさせることがある。例えばテキ

ストディスプレイ用として使用した場合に頻繁に見られるように、この状況にお

いては、１つの行の大部分の画素はＯＮ状態であり、この１行以外の行にはＯＮ

状態の画素は殆ど存在しない。

      【００１１】

  ＣＯＧ（ガラス上チップ）ＬＣＤ製造方法においては、コストとサイズを節減
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するために、ＩＣのシリコンダイスはＩＴＯガラスに直接隣接し、チップキャリ

ヤＩＴＯガラス（一般に列電極ＩＴＯガラスプレート）から他のＩＴＯガラス（

一般に行電極ＩＴＯガラスプレート）への遷移を必要としない。これらの遷移体

は一般にプリントされたＡＣＦ（非対称伝導薄膜）物質によって作られる。この

種物質の均一性を制御することは非常に困難であり、この種物質の不均一性は（

行）電極から（行）電極への接触抵抗に大きい変動を引き起こす原因となり得る

。Ｒにおけるこの種の差はＲＣ減衰に差を生じさせ、一様でない波形歪を生じさ

せ、ひいては、目に見える縞模様を発生させる。

      【００１２】

  従って、ディスプレイイメージへ及ぼされる前述の望ましくない影響も減少さ

せるようなＬＣＤ励振システムを提供することが望ましい。

      【００１３】

    （発明の開示）

  一般的な励振方式においては、行走査信号の極性は全ての番号の行において反

転される。従って、簡単な一励振方式においては、スクリーンの最上部半分にお

ける行は一方の極性で走査されるが、スクリーンの底部半分における行は反対極

性で走査される。本方式は、例えば第３、第４、等々のように、他の仕方におい

てスクリーンを分割することによって明らかに修正可能である。この場合、各小

部分における行電極はスクリーンの隣接小部分を走査するために用いる極性と反

対極性の信号を用いて走査される。

      【００１４】

  従来型行アドレス方式において、第１電圧から第２目標電圧への行電極遷移は

１つの励振器によって励振され、第２電圧から第１目標電圧への別の行電極遷移

は別の励振器によって励振される。本発明の一態様は上述の励振方式の１つにお

けるスクリーンの幾らかの部分において２つの行が基準電位に関して反対電圧遷

移状態にあるはずであるという観察に基づく。本発明のこの態様に従い、反対電

圧遷移状態になろうとしている２つの行電極を、それぞれの励振器へ接続する以

前に、電気的に接続することによってＬＣＤディスプレイの電力消費が減少する

はずである。
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      【００１５】

  従って、第１電位と第２電位の中間点が基準電位である一実施形態において、

第１電圧と第２電圧の間で反対電圧遷移状態になろうとしている２つの行電極を

一緒に接続することによって両方の行電極は最終的に基準電位になり、結果的に

、それぞれの励振器は２つの行電極を基準電位からそれぞれの所要目標電位まで

励振することだけが必要とされる。従って、従来の励振方式と比較すると電力消

費は減少する。

      【００１６】

  ＬＣＤディスプレイにおいて、交差する電極の重複部分はキャパシタの対向プ

レートを形成し、その結果、２つの電極配列体の交差部分はキャパシタの２次元

配列体を形成する。従って、画素の光学透過特性は当該画素を画定する交差した

行電極と列電極の対向キャパシタプレートに印加される電位によって決定される

。当該画素と関連した対面プレートに印加される電位を制御することにより、当

該画素の光学透過特性が決定される。

      【００１７】

  既に注記したように、液晶本来の特質の故に、行および列電極の電位はしばし

ば少なくとも第１電位と第２電位の間の遷移の影響を受ける。本発明の他の一態

様は、受動ＬＣＤディスプレイにおいて、この種遷移状態になろうとしている少

なくとも１つの電極を２つの電位の間の電位にある蓄積キャパシタへ接続するこ

とにより、元来電極に所在する電荷の少なくとも一部分が蓄積キャパシタへ転移

されることになるという観察に基づく。この種転移によって、当該電極の電位も

遷移の目標とされる電位の値に接近し、結果的に、当該電極を励振する励振器は

減少した電位差を励振することだけが必要になり、それによって、電力消費を減

少させることになる。

      【００１８】

  共通ノードへの電圧遷移状態になろうとしている１つ又は複数の列電極を接続

することによって受動ＬＣＤディスプレイにおいても電力消費を減少させること

が可能である。従って、一実施形態において、幾つかの列電極が電圧遷移状態に

なろうとしている場合には、これらの電極の全てを走査中またはアドレス中でな
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い行電極へ接続することにより、電圧遷移状態になろうとしている列電極と走査

中でない行電極を電気的に接続させることが可能である。これは、これらの列お

よび行電極によって形成されたキャパシタの対面プレート上の電荷を放電させる

。この状態において、実質的な列電極の電位は走査中でない行電極の電位である

。続いてこれらの電極をそれらの目標電位に励振することによって電力消費が減

少させられることになる。

      【００１９】

  既に注記したように、ＯＮおよびＯＦＦ状態にあることによって画素に関する

キャパシタンスの値が種々異なること及びＩＴＯトレースの不均一性に起因して

、行電極へ印加された励振信号におけるＲＣ遅延に差を生じ、ディスプレイされ

たイメージへ望ましくない影響を及ぼすことがあり得る。更に、ＬＣＤデバイス

における液晶層の光学特性の変化は層の両側に印加された電圧の実効値に応答し

、層の光学特性は励振電圧の波形のピークに対して最も敏感であることに留意さ

れたい。本発明に従い、この種の部分の光学特性を変化させるために液晶層の１

つ又は複数の部分を横断して印加される電圧の値が複数のインクリメント（増分

）に到達した場合には、前述の望ましくない影響が減少し、その結果、ＬＣＤに

よってディスプレイされるイメージの品質も改良されることになる。

      【００２０】

  説明を簡潔にするために、この用途における同じ構成要素は同じ数字によって

識別されるものとする。

      【００２１】

    （発明を実施するための最良の形態）

  図１及び２において、受動ＬＣＤの一般的構成およびその励振波形を示す。液

晶表示装置において示されたように、図１のＬＣＤパネルにおいて、パネル１０

はｎ個の細長い行電極配列体１２およびそれら各々のノードＣＯＭ１、ＣＯＭ２

、ＣＯＭ３、．．．、ＣＯＭｎを含む。ここに、第ｉ番（ｉ＝１、２、．．．、

ｎ）行電極は電圧ＶCOMiにおけるノードＣＯＭｉ、および、ｍ個の細長い列電極

配列体１４およびそれら各々のノードＳＥＧ１、ＳＥＧ２、．．．、ＳＥＧｍへ

接続され、ここに、第ｊ番（ｊ＝１、２、．．．、ｍ）列電極は電圧ＶSEGjにお
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いてノードＳＥＧｊへ接続される。ここに、ｎ、ｍは正の整数である。２つの電

極配列体は相互に横断するように配置構成され、各行電極は交差し、かつ重複部

位において各列電極と重複する。この場合、一方向から見ることによって（例え

ば、図１における用紙の面に垂直に入る方向１６）重複する部位は画素を画定す

る。例えば、図１に示すように、第ｉ番行電極と第ｊ番列電極の交差における第

ｉ番行と第ｊ番列における画素ｉｊまたはｉｊ番画素が画定される。

      【００２２】

  第ｉ番行電極と第ｊ番列電極との重複部分は液晶材料層（図示せず）と共にキ

ャパシタプレートの対向対を形成し、その間にパネル１０の配列体１２、１４が

実質的に同一の広がり部分を共有する。それぞれのノードＣＯＭｉ、ＳＥＧｊを

介してｉ番行およびｊ番列電極に適切な電位または電圧を印加することにより、

ｉｊ番画素における対向キャパシタプレートは所要の電位に設定され、プレート

間の液晶材料層には或る特定の場面を生じ、ｉｊ番画素の光学透過が所要値にな

る。

      【００２３】

  図２は、本発明の説明に有用な場面反転方式における図１の行および列電極に

印加される電圧を図示する。この図には、２ｘＮ及び２ｘＮ＋１場面をディスプ

レイする２つの完全なディスプレイサイクルが示される。記述を簡素化するため

に、１０個の行によってＬＣＤを励振するには、図２の簡素化された波形が適当

である。この場合、一時にただ１つだけの行がアドレス又は走査され、結果とし

て、各ディスプレイサイクルは１０個の行励振期間を含み、各期間はそれぞれ対

応する行電極を励振する。図２において、垂直軸は電圧を表し、水平軸は時間を

表す。データ信号ＶSEGjは「０」及び「１」であり、これら２つの組の信号の間

の相対的関係を示すためにＶCOMi信号全体に亙って重複斜線が引かれている。便

宜上、行および列電極はそれぞれＣＯＭおよびＳＥＧ電極と称することとし、こ

れらの電極を対象とする選択（アドレッシング）及びデータ信号もそれぞれＣＯ

ＭおよびＳＥＧ信号またはパルスと称する。

      【００２４】

  図２において、ｉ番行電極が場面２ｘＮ期間中の第７番行励振期間において走
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査されると、ノードＣＯＭｉはＶ6 であり、残りの行電極はＶ2 である。場面２

ｘＮのサイクル期間中にｉ番行がアドレス又は走査されない場合には、残り９個

の行励振期間において、ノードＣＯＭｉも同様に電位Ｖ2 にある。同様に、場面

２ｘＮ期間中の第８番行励振期間において（ｉ＋ｌ）番電極が走査された場合に

は、ノードＣＯＭｉ＋１はＶ6 であり、残りの行電極はＶ2 である。場面２ｘＮ

のサイクル期間中にｉ＋１番行がアドレス又は走査されない場合には、残り９個

の行励振期間において、ノードＣＯＭｉ＋１も同様に電位Ｖ2 にある。従って、

場面２ｘＮのサイクル期間における走査電位または電圧はＶ6 であり、非走査電

位または電圧はＶ2 である。場面２ｘＮ＋１のサイクル期間における第７行励振

期間においてｉ番行電極が走査される場合には、ノードＣＯＭｉはＶ1 にあり、

残りの行電極はＶ5 にある。場面２ｘＮ＋１のサイクル期間中にｉ番行がアドレ

ス又は走査されない場合には、残りの９行励振期間におけるノードＣＯＭｉは同

様に電位Ｖ5 にある。従って、場面２ｘＮ＋１のサイクル期間中、走査電位また

は電圧はＶ1 であり、非走査電位または電圧はＶ5 である。図２に示すように、

ｉ番および（ｉ＋ｌ）番行電極の走査および非走査電位は同じであるが、走査電

位はｉ番行電極へ印加される電位よりも１行励振期間だけ遅れて（ｉ＋ｌ）番行

電極に印加される。上記の説明から、行すなわちＣＯＭ電極に印加される非走査

電位はＶ2 とＶ5 の間で交互変化することが分かる。以下に説明するように図８

に示す仕方において、Ｖ2 とＶ5 の電圧源にノードＣＯＭｉを交互に接続するた

めのスイッチを使用することによって解決可能なはずである。

      【００２５】

  場面２ｘＮのディスプレイサイクル期間中、列電極の電位はＶ1 又はＶ3 であ

り、場面２ｘＮ＋１のサイクル期間中、列電極の電位はこの種列電極へ印加され

るデータの値に応じてＶ4 またはＶ6 であっても差し支えない。換言すれば、列

電極の電位は、この種場面のディスプレイサイクル期間中、非走査電位のまわり

で浮動する。従って、場面２ｘＮのサイクル期間中、データ信号ＶSEGjは「０」

であり、これは、ｊ番電極がＶ3 にあり、電位差Ｖ3 －Ｖ6 は画素をオンにする

には不十分であることを意味する。ただし、データ信号ＶSEGjが「１」である場

合には、ｊ番列電極がＶ1 にあり、ｉ番行電極とｊ番列電極の間の電位差Ｖ1 －
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Ｖ6 は画素をオンにするに充分であることを意味する。データ信号ＶSEGjが「０

」である場面２ｘＮ＋ｌサイクル期間中においては、これは、ｊ番列電極がＶ4 

にあり、電位差Ｖ1 －Ｖ4 が画素をオンにするには不十分であることを意味する

。ただし、データ信号ＶSEGjが「１」である場合には、ｊ番列電極がＶ6 にあり

、電位差Ｖ1 －Ｖ6 は画素をオンするに充分であることを意味する。ＳＥＧおよ

びＣＯＭ信号は相互に組合わされ、偶数場面と奇数場面の間に反対極性の画素電

荷を生成する。換言すれば、対応する画素の光学透過特性は、対応する重複ＣＯ

ＭとＳＥＧ電極の間の電位差の絶対値（実効値）に応答して変化する。

      【００２６】

  これら信号の波形から、連続する行選択ＣＯＭパルスの期間中、走査されてい

る行すなわちＣＯＭ電極と列電極ＳＥＧｌ～ＳＥＧｋ搬送データの間に重大な電

圧差異が生じることが観察される。ＬＣＤ画素セルの容量性ロード特性（即ち、

画素の対向キャパシタプレート間のキャパシタンス）に起因して、これらの電圧

スイングはアドレスされた画素列に対してかなりの電荷を汲み入れ又は汲み出し

することが必要である。直截かつ従来型の実装は出力励振器をＬＣＤのＣＯＭ電

極へ直截接続することであり、そうすれば、これらの電荷移送作用に際して出力

中のかなりの電力が消費される。

      【００２７】

  図２において、各行の選択処理に関して、例えば、電圧スイングの大きさＶ2 

－Ｖ6 またはＶ1 －Ｖ5 は実質的に等しいが、斜線で示すＳＥＧ信号に対して反

転または反対方向における図２に楕円形２２、２４によって示される反対遷移を

通過しようとする１対のＣＯＭ電極が常に存在することが観察されるはずである

。図２においても観察されるはずであるように、ｉ番および（ｉ＋ｌ）番行が同

じ極性の信号によって走査されたとしてもあらゆる行反転方式においては、少な

くとも２つの行（それらが相互に隣接していないとしても）のアドレス信号が実

質的に同時に反対電圧遷移状態になろうとしている場所が見つかるはずである。

この種および他の変種は本発明の範囲内に含まれる。

      【００２８】

  本発明は、出力段階用の新規回路構成および必要なＣＯＭ電極スイングを完成
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するために必要な電荷の３／４以上を節約できる電荷保存運用手順を用いるこれ

らの遷移における対形成を利用するために新規な励振方式を導入する。

      【００２９】

    （回路の概要および動作）

  図３は、本発明の好ましい一実施形態を示す図１の行電極を励振するための概

略回路図である。図３において、ｃは１より大きくｎ未満の整数である。図３の

概略図結線図において、図４におけるスイッチ動作表は１対の行電極（例えば、

図２のｉ番および（ｉ＋ｌ）番電極）に適用される。図４に示すように、表内の

Ｘは左列における対応するスイッチが最上行に示す時点において閉じており、空

白は左列における対応するスイッチが最上行に示す時点に開いていることを示す

。例えば、正遷移状態になろうとしている場合には、スイッチＳＮｉは時点ｔ０

において閉じているが、他の時点（ｔ１、ｔ２、ｔ３）においては開いている。

対の予測される電圧波形を図５に示す。出力励振器ＯＤ（概略結線図においては

三角形として符号表示される）から直接入来するＣＯＭｉ電極励振信号（Ｖｉ）

をｉ番ＣＯＭ電極（ＣＯＭｉ）に接続する代わりに、本発明は４個のスイッチＳ

ｉ、ＳＰｉ、ＳＮｉ、ＳＣｉの導入により３つの追加動作局面を導入する。図５

は、例えば、図２に示される電圧遷移は、図２の楕円形２２，２４によってハイ

ライトされるように、反対遷移を通過しようとする１対のＣＯＭ電極に関する電

圧遷移を示す。

      【００３０】

  図５に例として示すように、現在提案されている励振方式の動作は３つの追加

局面を導入する。

      【００３１】

  ｔ０～ｔ１：適切な蓄積キャパシタへ蓄積される電荷：場面２ｘＮに関して図

２に示す場合、楕円形２２において、Ｖ6 からＶ2 へのｉ番行電極遷移およびＶ

2 からＶ6 への（ｉ＋１）番電極遷移。従って、ｉ番行電極は時点ｔ０において

キャパシタＣｎへ接続され、その負電荷の一部分をＣｎへ移し、結果的に、時点

ｔ１における電位はＶcn1 である。（ｉ＋１）番行電極は時点ｔ０においてキャ

パシタＣｐへ接続され、その正電荷の一部分をＣｐへ移し、結果的に、時点ｔ１
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における電位はＶcp1 である。

      【００３２】

  ｔ１～ｔ２：リセット局面：反対遷移状態になろうとしているＣＯＭ電極は相

互の残り反対電荷を中和するために接続され、その結果、時点ｔ２において、そ

れらは電位Ｖt0になる。

      【００３３】

  ｔ２～ｔ３：移送局面：蓄積キャパシタの電荷は適切なＣＯＭ電極へ移送され

る。従って、図２における楕円形２２に関して、キャパシタＣｐの正電荷はｉ番

電極へ移送され、その電位はＶCp3 になり、キャパシタＣｎの負電荷は（ｉ＋１

）番行電極へ移送され、その電位はＶCn3 になる。

      【００３４】

  ｔ３～：励振局面：励振電圧は、励振器ＯＤをそれぞれのＣＯＭ電極（従来型

方式と同様）に接続することによって印加され、ｉ番行電極の電位をＶ2 に、（

ｉ＋ｌ）番行電極の電位をＶ6 へ励振する。この局面の一部分のみを図５に示す

。同じ局面が場面２ｘＮ１に関して楕円形２４に適用される。

      【００３５】

  各スイッチの動作を図４に示す。現在の方式を用いた場合の例によって図５に

示すように、出力励振器ＯＤは、負状態に移るＣＯＭ電極に関してＶCn3 からＶ

6 へ遷移するために，また、正状態に移るＣＯＭ電極に関してＶCp3 からＶ2 へ

遷移するためにＣＯＭ電極に電荷を供給するだけが必要である。

      【００３６】

  蓄積キャパシタ（Ｃｐ及びＣｎ）のキャパシタンスが各ＣＯＭ電極から見て容

量性ローディング（ＣL ）に対して増大する場合に、ＶCn1 からＶCn3 まで、及

び、ＶCp1 からＶCp3 までの間隙は徐々に減少するはずである。Ｃｐ、Ｃｎ＞＞

ＣL と仮定すれば、ＶCp1 ≒ＶCp3 ，ＶCn1 ≒ＶCn3 ，｜ＶCp3 －Ｖ2 ｜≒｜Ｖ

Cn3 －Ｖ6 ｜≒１／４｜Ｖ2 －Ｖ6 ｜が予測される。この種の情況の下では、従

来型の直接励振メカニズムと比較して出力励振器を通ってＣＯＭ電極に流れる電

荷の概略７５％が減少することがあり得る。

      【００３７】
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  「１対のＣＯＭ電極が反対遷移状態になろうとしている」というステートメン

トは隣接ＣＯＭ電極の任意の対、即ち、図２におけるＣＯＭi およびＣＯＭi+1 

、又は、第１電極ＣＯＭ1 と最後の電極ＣＯＭn の間，又は、ＣＯＭ走査順序の

他の任意のシーケンスを対象とすることが可能である。

      【００３８】

    （代替実施形態）

  本発明の他の簡素化されたバージョンを図６および図７に示す。この修正され

た励振方式はスイッチＳｉ、ＳＣｉのみを利用し、蓄積キャパシタＣｐ，Ｃｎお

よびそれらの関連スイッチＳＰｉ及びＳＮｉは使用しない。図４のスイッチ表は

ｔ０およびｔ２用のエントリを除去することによって簡素化済みであり、ＣＯＭ

電極に関する関連波形を図７に示す。

      【００３９】

  図７のＣＯＭ波形に示すように、この簡素化された方式の下では、リセット段

階（時点ｔ１からｔ３まで）の電荷消去効果の故に、出力励振器は遷移の後半（

時点ｔ３の後）に電流を供給することだけが必要である。従って、ＣＯＭ電極を

Ｖ2 からＶ6 まで又はＶ6 からＶ2 まで励振するために出力励振器がＣＯＭ電極

へ直接接続されている従来型方式と比較した場合、この方法は、ＣＯＭ電極に対

して約５０％の電荷を汲入れ／汲出しすることを必要とすることがあり得る。た

だし、蓄積キャパシタＣｐとＣｎ、及び、関連電荷蓄積と移送処理の欠如に起因

して、この簡素化された構成は、更に工夫した方式の下で可能な７５％以上の電

力節約を達成できない。Ｖ2 とＶ6 の間で反対電圧遷移状態になろうとしている

２つの行電極の振幅は実質的に同じであるので、これらの電極を接続し、それら

の電荷を消去し、それらをＶ2 とＶ6 の間の共通中間電圧値にすることが可能で

ある。

      【００４０】

    （他の実施形態）

  例えば図４における時点ｔ１において入力を省略することにより行電極の電荷

を消去するためにこれらを接続する局面を省略することも可能である。行電極の

対を接続することによって電荷消去を利用するか又は利用することなしに２つの
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キャパシタＣｐ、Ｃｎを使用する代わりに１つの単一キャパシタ又は２つよりも

多いキャパシタを使用することも可能である。２つより多いキャパシタを使用す

ることにより、更に多くのキャパシタとスイッチの使用を犠牲にして、電力消費

量を７５％以上減少させることが可能である。追加スイッチを操作するためにも

電力が必要なので、より多くのキャパシタ及びスイッチを使用する際には、収益

逓減点が存在するはずである。この種および他の変種は本発明の範囲に含まれる

。

      【００４１】

    （列電極）

  再度図２のデータ信号を参照することとし、データ信号ＶSEGjは「０」及び「

１」であり、これら２組の信号の相対関係を示すために、ＶCOMi信号の重複領域

には斜線を引いて図示することとする。これらの信号の波形から、連続する行選

択ＣＯＭパルスの期間中およびＶSEGj信号の種々異なる場面の間において、画素

のアドレスされている列に対する電荷の汲入れ又は汲出しの結果としてＣＯＭお

よびＳＥＧ電極には重大な電圧スイープが発生する。従来型の実装においては、

出力励振器をＬＣＤパネル１０のＣＯＭおよびＳＥＧ電極に直接接続するので、

これらの電荷移送作動期間中に出力励振器においてかなりの電力が消費される。

      【００４２】

  従来型の励振方式において、ＳＥＧ電極は、例えば、偶数場面（２ｘＮ）期間

中はＶ1 またはＶ3 、奇数場面（２ｘＮ＋ｌ）期間中はＶ4 またはＶ6 のような

適切な励振電圧の１つに直接接続される。この種の励振方式の下では、これら電

圧間の全ての遷移は電圧電源を通過する直接充電または放電に起因するものであ

り、従って、電力を消費する。

      【００４３】

  ＶCOM はアドレスまたは選定されていないＣＯＭ電極に印加される非走査電圧

（即ち、偶数場面期間中の図２におけるＶ2 、奇数場面期間中のＶ5 ）である。

ＳＥＧ電極の展望から次の事が観察される。ＶSEG －ＶCOM の値はＣプログラム

言語の規定を使用する次式によって数学的に表すことが可能である。

（Ｄｔｉ(OR)Ｆｔｉ）(OR)（Ｄｔｉ－１(OR)Ｆｔｉ－１）×
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（（Ｄｔｉ(OR)Ｆｔｉ）？＋１：－１）×２×Ｖｄ）                （１）

ここに、

        (OR)は論理オペレーションＸＯＲである。

        Ｄｔｉは行励振期間ｉにおいて或る特定のＳＥＧ電極ＳＥＧｋを励振す

るデータである。

        Ｆｔｉは列励振期間ｉにおいて、行ドライブ駆動装置周期期間ｉにおけ

る場面値（偶数に対して０、奇数に対して１）である。

        対Ｖ1 、Ｖ2 ；Ｖ2 、Ｖ3 ；Ｖ4 、Ｖ5 ；Ｖ5 、Ｖ6 各々の間の電圧差

は全てＶｄであるものと仮定する。

      【００４４】

  上式の第１部分（Ｄｔｉ(OR)Ｆｔｉ）(OR)（Ｄｔｉ－１(OR)Ｆｔｉ－１）はＶ

ｃｏｍ（遷移検出器ＴＤ）に対するＳＥＧ信号の変化の有無を計算する。観察可

能かつ容易に推論可能であるように、上式のこの部分が１を生成する可能性は２

つある。一方の状況は、ＤｔｉとＤｔｉ－１が同じであるときに、ＦｔｉがＦｔ

ｉ－１と異なる（即ち、場面が偶数と奇数の間で変化する）場合である。もう一

方の状況は、ＦｔｉとＦｔｉ－１が同じであるときに、ＤｔｉとＤｔｉ－１が異

なる場合である。

      【００４５】

  上式の第２部分、即ち（Ｄｔｉ(OR)Ｆｔｉ）？＋１：－１）は、表記法を使用

し、この場合（式１？式２：式３）は式１ならば、式２、そうでなければ（エル

ス）式３を意味する。上式の第２部分（Ｄｔｉ(OR)Ｆｔｉ）？＋１：－１）はＶ

ｓｅｇとＶｃｏｍの間の電圧の方向（方向検出器ＤＤ）を計算する。これは時点

ＴｉおよびＴｉ－１における場面およびデータに依存する。

      【００４６】

  上式の第３部分は変化の大きさであり、Ｖ6 、Ｖ5 、Ｖ4 とＶ1 、Ｖ2 、Ｖ3 

の電圧差に依存する定数である。検討を簡素化するために、これらの電圧の各対

の間の差Ｖ1 、Ｖ2 ；Ｖ2 、Ｖ3 ；Ｖ4 、Ｖ5 ；Ｖ5 、Ｖ6 は同じ値Ｖｄである

ものと仮定される。

      【００４７】
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  前述の式においてはＣＯＭ電極走査の動作は無視されるが、ただし、１）ＣＯ

Ｍ走査はＳＥＧ電極励振に対する直交作動であり、２）実用的な図形タイプのマ

トリックスＬＣＤであるという事実により、ＣＯＭ電極の個数は一般に１０より

遥かに多く、これらＣＯＭ電極のただ１つだけがいつでも走査作動し、単純化に

よって生成する誤差はＳＥＧ電極電流の作動状態を計算するためには無視できる

程度である。

      【００４８】

  次に、図８に示す回路について考察することとする。この場合、スイッチＳ、

ＳＰ、ＳＮ、及び、ＳＣは上述の式を用いて各ＳＥＧ電極用に実現された１対の

検出器（遷移検出器ＴＤ、及び、方向検出器ＤＤ）によって制御される。図８を

簡素化するために、ＤＤとスイッチＳ、ＳＰ、ＳＮ、ＳＣの間の接続は省略した

。ＴＤは入力Ｄｔｉ、Ｆｔｉ、Ｄｔｉ－１、Ｆｔｉ－１（図示せず）を備え、Ｄ

Ｄは入力Ｄｔｉ及びＦｔｉ（図示せず）を備える。ＴＤ及びＤＤは上述の方程式

（１）におけるＴＤおよびＤＤに関する機能的表現の観点から当該技術分野にお

ける当業者に知られている仕方において実現可能である。複数対の検出器ＴＤ、

ＤＤが用いられ、検出器の対の各々は対応する列電極の検出用であり、検出器の

対の各々は上述の方程式（１）に従って対応する列電極の状態を検出するために

用いられる。

      【００４９】

  或る特定のＳＥＧ電極に関するＴＤ出力が０であるならば、その対応するスイ

ッチＳはＣＬＯＳＥ（Ｘ）位置のままであり、ＳＰ、ＳＮ、およびＳＣはＯＰＥ

Ｎ位置のままである。この期間中はこのＳＥＧ電極にとって一切の切換動作は起

きないはずである。ＳＥＧ電極に関してＴＤ出力が１であるならば、その対応す

るＤＤの出力に応じて、スイッチＳＰ／ＳＮ／ＳＣは一連の切換え動作（図９）

に関係し、４局面電荷保存励振方式を生成する（図１０）。

      【００５０】

  図８の概略図および図９のスイッチ動作表および図１０の予測波形を参照する

ことにより、出力励振器（概略図には三角形として記号表示される）から直接入

来するＳＥＧ電極励振信号（Ｖｉ）をＳＥＧ電極（ＳＥＧｉ）に接続する代りに
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、本発明においては、４個のスイッチＳｉ、ＳＰｉ、ＳＮｉ、ＳＣｉの導入によ

り３つの追加局面が導入される。図１０は或る特定のＣＯＭ行励振期間中に種々

異なる遷移を通過するＳＥＧ電極に関する電圧波形を示す。

      【００５１】

  図１０の例によって示すように、現在提案中の励振方式の動作は従来型の１局

面方式に追加３局面を導入した。

      【００５２】

  ｔ０～ｔ１：蓄積局面：ＳＥＧまたは列電極からの電荷が適切な蓄積キャパシ

タに蓄積される。

      【００５３】

  ｔ１～ｔ２：放電局面：遷移状態になろうとしている全てのＳＥＧ電極が共通

ノードＶｃｏｍへ接続される。走査中またはアドレス中である行電極を除く全て

の行電極はＶｃｏｍ電圧によって励振される。従って、走査中でない行電極およ

び遷移状態になろうとしている列電極によって形成されるキャパシタの対向プレ

ート上の電荷は放出されることになる。これは、アドレス中の行電極の部分を形

成する列電極を除き列遷移の影響を受ける全てのキャパシタを実質的に中和する

。

      【００５４】

  ｔ２～ｔ３：移送局面：蓄積キャパシタの電荷は適切なＳＥＧまたは列電極へ

移送される。

      【００５５】

  ｔ３～：励振局面：励振電圧はＳＥＧ電極（従来型方式と同様）へ接続される

。この局面の一部分のみを図１０に示す。

      【００５６】

  各スイッチの動作を図９に示す。特定の時点におけるスイッチの「閉じること

」及び「開くこと」を表示する図４における規定が図９において用いられる。現

行方式を用いた例によって図１０に示すように、出力励振器は、負に移ろうとし

ているＳＥＧ電極に関しては、ＶCn3 から－Ｖｄへ遷移するためにＳＥＧ電極へ

電荷を供給することだけが必要であり、正に移ろうとしているＳＥＧ電極に関し
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ては、ＶCp3 から＋Ｖｄへ遷移するための電荷供給だけが必要である。ノードＶ

ｃｏｍはスイッチ３０を介してＶ2 及びＶ5 の電圧電源へ交互に接続される。こ

の場合、ノードにおける電圧は行電極用に非走査電圧を供給するために使用可能

である。図８に示すように、ノードＶｃｏｍをキャパシタＣｐ、Ｃｎへ接続する

ことにより、Ｃｐ、Ｃｎを介して列電極へ印加される電位およびＣｐ、Ｃｎの電

位は、行またはＣＯＭ電極へ印加された非走査電位（図２におけるＶ2 、Ｖ5 ）

のまわりで浮動させられる。従って、列電極は、２つの目標電位（Ｖ1 、Ｖ3 ；

Ｖ4 ，Ｖ6 ）の間の非走査電位（上の例におけるＶ2 またはＶ5 ）に対して反対

電圧遷移状態にある。

      【００５７】

  例えばセル式電話ディスプレイのような一般的なＳＴＮ  ＬＣＤ用としてディ

スプレイされた図形データが変更されることは比較的稀である。ＣｐおよびＣｎ

のキャパシタンスがＳＥＧのローディングキャパシタンスＣLOAD（例えば、Ｃp 

＝Ｃn ＝３０ｘＳＵＭ（全ＳＥＧ電極のＣLOAD））よりも著しく大きいものと仮

定した場合における静的図形パターンに関して、偶数と奇数場面の間のＳＥＧ信

号が厳密に対称である故に、数学的シミュレーションによれば、Ｃｐ及びＣｎに

印加される電圧は対称ペア（対）の値（±Ｖｄ／２）に徐々に接近する（安定化

する）ことが示されている。

      【００５８】

  放電局面および本方式の実用性に重大な影響を及ぼすことなしに関連スイッチ

（ＳＣ）を除去することによって前述の励振方式は簡素化することが可能である

。この種の簡素化された方式においては、Ｃp 及びＣn は両方ともにＣLOADより

十分に大きいものと仮定され、Ｃp 及びＣn に関して安定した値は±Ｖｄ／３に

近く、Ｖcp1 及びＶcp3 は実質的に同じ（Ｖcpに等しい）であり、また、Ｖcn1 

及びＶcn3 と同じ（Ｖcnに等しい）である。従って、理論上の最大の電荷転換比

率６６％が達成可能である。図１０を参照することとし、ＳＥＧ励振器は、時点

ｔ３の後で、Ｖcnから－ＶｄまたはＶcpから＋ＶｄへＳＥＧ電極を励振すること

だけを必要とし、従って、２ｘＶd 全電圧遷移の１／３だけ電荷を供給すること

だけが必要である。



(28) 特表２００３－５２１０００

      【００５９】

  その代りに、図６、７に示す行またはＣＯＭ電極の場合のように、局面を除去

して、列電極はキャパシタへ接続され、放電局面のみを残すことも可能である。

このような場合においては、５０％の理論最大電荷転換比率が達成可能である。

      【００６０】

    （一般化された方式）

  受動ＬＣＤ用の一般的な電荷節約方式は次に示す現象のいずれか１つに基づく

ことがあり得る。即ち：

  １つの行の励振に際しては、１対の反対極性遷移が存在する（例えば、図２の

楕円形２２、２４によって示されるように１つの行電極からその次の行電極への

遷移におけるＣＯＭ電極走査の場合）。

  静的イメージの殆どは、上述のＬＣＤに関するＤＣ必要条件が皆無である故に

、（例えばＳＥＧ電荷節約方式のように）２つの場面（１つの電界は１つの画素

へ正極性の電圧を印加することに起因し、その次の場面は、同一画素へ負極性の

電圧を印加することに起因する）を横断して画素へ印加された信号は主として振

幅が等しく、記号が反対である。

      【００６１】

  一般化された電荷節約方式は次のように説明できる。

  これらの遷移の２つの目標電圧の間に（例えば、ＣＯＭ遷移に関してはＶ5 ～

Ｖ1 またはＶ2 ～Ｖ6 、および、ＳＥＧ遷移に関してはＶ6 ～Ｖ4 またはＶ3 ～

Ｖ1 ）Ｎ個の蓄積キャパシタが使用されることがあり得る（好ましくは、キャパ

シタの各々のキャパシタンス値は＞＞負荷キャパシタンスでなくてはならない）

。検討を容易にするために、例えば、ＣＮの電圧はＶ6 に最も近い電圧に安定化

され、Ｖ2 ～Ｖ6 ＣＯＭ遷移に関しては、Ｃ１の電圧はＶ2 に近い値に安定化さ

れるように、Ｎ個のキャパシタはＣＮ～Ｃ１であり、これらは順々に配置される

。Ｖ6 からＶ2 までのＣＯＭ電極遷移は、先ず電極をＣＮに接続し、次に、ＣＮ

－１、．．．、Ｃ１へ順次に接続する。Ｖ2 ～Ｖ6 遷移に関しては、電極はＣ１

、．．．、ＣＮへ順次接続される。同一方式は、Ｖ1 ～Ｖ3 とＶ4 ～Ｖ6 の間の

ＳＥＧ又は列電極遷移に適用可能である。ＳＥＧ電極に関して電荷を蓄積し、か
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つ再使用するためのキャパシタに関しては、基準電位は浮動しつつあり（例えば

、ＣＯＭ電極の非走査電位を基準とする）、大地を基準としないことに留意され

たい。

      【００６２】

  ＣＮ～Ｃ１キャパシタンスは全ローディングキャパシタンスよりも著しくおお

きい（＞＞）と仮定すれば、有限の安定化期間の後で、ＣＯＭ電極に関するこれ

らＮ個の電荷蓄積キャパシタ（Ｃ１～ＣＮ）は、Ｖ6 ＞ＶCN＞ＶCN－ＶCN-1＞．

．．＞ＶC1－Ｖ2 という状況に安定化することになる。キャパシタをＶｃｏｍ（

図２におけるＶ2 、Ｖ5 ）へ接続することにより、同じ推論はＳＥＧ電極へも適

用されるはずであり、この場合、ＳＥＧ電極用のＮ個の電荷蓄積キャパシタ（Ｃ

１～ＣＮ）はＶd －ＶCN≒ＶCN－ＶCN-1≒．．．≒ＶC1－（－Ｖd ）という状況

に安定化することになる。システムが安定化された後で、電荷節約比率は１／Ｎ

＋１に等しくなる。即ち、Ｎ個のキャパシタが用いられる場合には、全電圧スイ

ング遷移の振幅１／（Ｎ＋１）の最後のステップのみが（ＣＯＭ／行またはＳＥ

Ｇ／列）励振器からの励振電流を要求することになる。キャパシタの電位の間の

間隔または段階は、例えばＮが４未満であるようなＮが小さい値である場合には

実質的に等しい。

      【００６３】

    （回路概略図）

  一般化された方式において、必要とされるスイッチの個数は電荷節約段階数に

比例する。一般に、Ｎ段階電荷節約方式はＮ－１個のキャパシタとＮ個のスイッ

チを必要とする。ただし、これは経験則に過ぎず、設計構想に基づいて変化し得

る。ＣＯＭおよびＳＥＧ両方の電荷節約方式の例を次に掲載する。

      【００６４】

    （ＣＯＭ（行）方式とＳＥＧ（列）方式の相違）

  開示されている２つの方式の間で観察される相違は主として電圧スイングの解

釈に因る。ＣＯＭ（行）電荷節約の場合には、基準は安定した電圧（例えば、接

地）であるが、ＳＥＧ（列）電荷節約の場合には基準は移動電圧（例えば、Ｖ2 

またはＶ5 ）である。「大多数の画素」の観点から概観するならば、これら２つ
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の方式には相違が無い。ＳＥＧ電極の場合には、対応するＣＯＭ電極の「大多数

」は２つの電位（例えば、Ｖ2 とＶ5 ）の間で動揺する。対応するＣＯＭ電極の

これら「大多数」の観点から見ると、ＳＥＧ電極の電圧スイングは既に述べたよ

うに安定した電圧を基準とする。

      【００６５】

  従って、本発明の根拠とされる重要な観察事項は、遷移ノードに対する「中性

」基準点に接続するために電荷節約キャパシタが必要であるということである。

ＣＯＭ電極の場合には、この「中性」基準は接地電圧であっても差し支えないが

、ＳＥＧ電極の場合には、この「中性」基準はＣＯＭ電極の場合の「非走査」電

圧でなくてはならず、記述の例ではディスプレイの電流極性に応じてＶ2 または

Ｖ5 でなくてはならない。

      【００６６】

    （特殊な状況）

  反対遷移対が同時に発生し（例えば、図２に示す楕円形２２、２４におけるＣ

ＯＭ／行走査作動）、Ｎを偶数とすると所要電荷節約比率が１／Ｎである場合に

は、キャパシタの必要個数はＮ－１個でなくてＮ－２個である。これはプロセス

実施ステップの１つを、ほかの理由で必要とされ、かつ（Ｖ6 ＋Ｖ1 ）／２に非

常に近い安定化された電圧を持つはずの電荷節約キャパシタへ接続する代りに、

２つの反対状態にある電極を一緒に接続するステップで置き換えることにより達

成される。上述のＣＯＭ電荷節約方式の例としてはＮ＝４の特定の場合を示し、

同様にキャパシタを一切必要としないＮ＝２の特殊な場合も例として示すことと

する。

      【００６７】

    （場面反転および行反転両方の励振方式へ適用可能）

  前述の一般化された電荷節約方式は場面反転ＬＣＤ励振方式および行反転ＬＣ

Ｄ励振方式によって運転されるＬＣＤに平等に適用可能である。図１１は反転方

式を説明するために有用な図１の行電極に印加可能な電位信号の説明図である。

図１１に示す電圧波形は行反転方式に適する。この場合、行電極またはＣＯＭ電

極に印加されるアドレス信号の電圧または電位は、３つの隣接する各々の行電極
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またはＣＯＭ電極の隣接する組の間で反転される。図１１に関して、各場面（２

ｘＮ、２ｘＮ＋１）はそれぞれ配列体構成された３個の行電極を含む５個の組に

分割された１５個の行電極によってカバーされている。図１１に示す波形は配列

体内で隣接する３個の行電極の２番目の組の中央の１つをアドレス又は走査する

ために適した波形である。場面２ｘＮに関して、この電極をアドレスするための

走査パルス５２は負に向かうパルスであるが、場面２ｘＮ＋１に関して、走査パ

ルス５４は正に向かうパルスである。従って、アドレスされるべき第２組内の第

１行電極をアドレス又は走査するためには、走査パルスは図１１に示すパルス５

２、５４より行励振期間１つだけ前に発生していなければならないはずであり、

第２組内の最後の行電極をアドレス又は走査するためには、アドレス又は走査す

るためのパルスは図１１に示すパルス５２、５４の後で発生しなければならない

はずである。この種の差は別として、第２組内の残りの２つの（最初と最後の）

行電極に印加される電圧信号の波形は中央の行電極用として図１１に示す波形に

類似する。

      【００６８】

  図１１に示す電圧信号の基準電位はＶ0'である。行電極で構成される組５個で

形成される配列体内の隣接する３個の行電極の第１および第３組に関しては、こ

れらの組に印加される電位の波形は図１１に示す波形を反転した波形である。こ

の場合、第１および第３組内の第２行電極へ印加される電圧波形は図１１に示す

電圧波形に類似するが、線Ｖ0'のまわりで反転している。従って、配列体内の異

なる２つの組の中の隣接する行電極に関しては、異なる非走査電位が印加される

。図１１に示す方式を含む場面反転方式を用いて図示される前述の全ての特徴が

行反転方式を用いたＬＣＤに適用可能であることは、当該技術分野における当業

者にとって明白なはずである。

      【００６９】

  方程式（１）については、場面反転方式に関して上述したとおりであり、この

場合、全てのＣＯＭ電極は同じ極性の信号で励振されるが、偶数場面と奇数場面

の間で反対極性の信号で励振される。行反転方式においては、反対遷移状態にな

ろうとしている異なる行電極は反対極性の信号で励振される。従って、２つの方
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式の間には類推が成立することが可能であり、方程式（１）は場面インジケータ

Ｆｔｉ、Ｆｔｉ－１を極性インジケータＰｔｉ，Ｐｔｉ－１によって置き換える

ことにより行反転方式に適用可能であり、結果的に、修正済み方程式（１）は行

反転方式における反対遷移状態になろうとしている異なる行電極を横断して印加

可能である。実際、場面反転も反対極性であるべき偶数および奇数場面を横断し

て印加される信号を必要とするので、一般的公式化はこの種の修正によって達成

される。

      【００７０】

  図１の行および列電極を励振するための制御の部分を図３及び８に示す。行ま

たは列電極を励振するための制御回路全体は集積回路の形で実備可能である。キ

ャパシタＣｐ、Ｃｎは制御回路用集積回路の一部として実装可能であるが、特に

大きい値のキャパシタンスのキャパシタが用いられる場合には、キャパシタは離

散型構成要素の形で実装されることが望ましい。

      【００７１】

  既に注記したように、ＯＮ状態にある画素とＯＦＦ状態にある画素のキャパシ

タンス値における差は、行毎に異なるＲＣ遅延を生じる原因となり、例えば、テ

キストディスプレイ用として使用する場合のように、２つの画素行間にシャドゥ

を作る。この影響を図１２Ａに示す。図１２Ａに示すように、１０２はＯＮ状態

にある画素に関する選定された行電極と選定された列電極との間の電圧差を表し

、１０４はＯＦＦ状態にある画素に関する選定された行電極と選定された列電極

とを横断する電圧を表す。換言すれば、ＯＦＦ状態における画素を横断する電圧

はＯＮ状態における画素の場合よりも更に迅速に目標値に到達し、シャドウその

他のひずみを生じることがある。これは望ましくない。

      【００７２】

  図２を参照して、場面２ｘＮ期間中の行電極ｉ＋１に関し、楕円形２２は行電

極ｉ＋１をアドレスするための走査電圧波形の降下縁を囲む。従って、走査電圧

は値Ｖ6 であり、非走査電圧はＶ2 である。走査パルスの端部において、行電極

ｉ＋１に印加された電圧はＶ6 からＶ2 へ上昇する。後続する場面２ｘＮ＋１期

間中における楕円形２４に関して、走査電圧はＶ1 であり、非走査電圧はＶ5 で
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ある。従って、いずれの場合にも、信号の極性を無視すれば、走査電圧Ｖ6 、Ｖ

1 はＶS によって表され、非走査電圧Ｖ2 、Ｖ5 は基準電圧であるＶref によっ

て表される。これは図１２Ａに示される。

      【００７３】

  従って、走査電圧が行電極へ印加された後で、ＲＣ遅延における差に起因して

、走査電圧Ｖ5 によってＯＦＦ状態にされ、かつアドレスされる画素は他の異な

る行電極によってＯＮ状態にされる画素よりも更に迅速に値Ｖs に到達する。こ

れはグラフ１０２及び１０４に示される。従って、図１２Ａにおけるグラフ１０

２は画素をアドレスする行電極の電圧を表す。この場合、上述の画素はＯＮされ

ているが、グラフ１０４はＯＦＦされている画素をアドレスする行電極の電圧を

表す。一方、行の１つを構成する多数の画素がＯＮ状態にあり、他方、他の行は

ＯＮ状態にある行画素を殆ど持たないので、これらの他の行は、ＯＮ状態にある

多数の画素を持つ単一行がＯＮされる以前にＯＦＦされ、それによって、シャド

ウその他のひずみを生じる原因となる。

      【００７４】

  既に注記したように、当該トレースの非均一性または長さに差がある故に、異

なる行電極を電源に接続するＩＴＯトレースの抵抗値は異なることがあり、それ

によって、異なる行電極と画素の間のＲＣ遅延に差を生じる他の原因を導入する

ことになる。

      【００７５】

  本発明は、図１２Ｂに示すように、行電極へ印加された電圧を少なくとも２つ

の増し分段階または増し分的段階を経て上昇させることにより既に述べたシャド

ウおよび他の望ましくない影響を減少させることができるという観察結果に基づ

く。従って、行電極へ全査電圧ＶS を供給する代りに、全走査電圧の半分、即ち

１／２．ＶS に実質的に等しい走査電圧が或る時限に亙って先ず行電極へ印加さ

れ、次に、全走査電圧ＶS が印加される。１／２．ＶS 走査電圧が印加される時

限はＲＣ遅延が異なる故に全走査電圧ＶS が印加される以前に低速切換え行電極

が高速切換え行電極に追い付くに十分な長さであることが好ましい。換言すれば

、図１２Ｂに示す多重段階励振波形は１つ又は複数の均等化ステップを生じさせ
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る。この場合、高速切換え行電極（低ＲＣ遅延）は先ず中間電圧レベルに到達し

、多重段階波形の更に高い次の電圧が印加される以前に更に低速の切換え行電極

の作動を待つ。

      【００７６】

  全走査電圧ＶS は、図１２Ｂに示す増し分よりも小さい増し分（インクリメン

ト）に分割されても差し支えないことは明白であり、複数の異なる走査電圧で構

成される１組の電圧が行電極へ順次に印加されても差し支えない。この場合、低

速切換え行電極が高速切換え行電極に追いつくことを可能にするために十分な時

間だけ各電圧は印加される。従って、図１２Ｂにおいて、走査電圧１／２．ＶS 

が印加される場合、一方において、高速切換え行電極は曲線１０４ａに沿ってこ

の種走査電圧に到達するが、他方において、低速切換え行電極は曲線１０２ａに

沿ってこの種走査電圧に到達する。次に、全走査電圧ＶS が印加されると、高速

切換え行電極は曲線１０４ｂに沿ってこの種の値に到達し、低速切換え行電極は

曲線１０２ｂに沿ってこの種の値に到達することになる。

      【００７７】

  図１２Ｂの方式と図１２Ａの方式の遅延における差は、一方において１０２ａ

、１０４ａ、１０２ｂ、１０４ｂ曲線の間および他方において１０２と１０４の

曲線の間の斜線を引いた部位によって図示される。液晶の光学特性は走査電圧の

実効値に応答し、曲線１０２ａと１０４ａの間の斜線を引いた部位は、例えばグ

ラフ１０２ｂと１０４ｂの間の部位のような高い電圧における斜線部位に比較し

て著しく小さいので、実質的に無視され得る。曲線１０２ｂ、１０４ｂの間の斜

線部位を視覚的に比較しても、図１２Ａにおける曲線１０２と１０４の間の斜線

部位の上側よりも著しく小さいことが分かる。この差異は図１３Ａ及び１３Ｂに

更に明瞭に示される。

      【００７８】

  曲線１０２が直線１０２’によって近似され、曲線１０４が直線曲線１０４’

によって近似されていることを除けば図１３Ａは図１２Ａと同じである。図１２

Ｂにおける同じ近似が図１３Ｂにおいて用いられている。図１３Ａと１３Ｂを比

較し、図１３Ａにおける線１／２．ＶS 以上の線１０２’、１０４’によって制



(35) 特表２００３－５２１０００

限された斜線部位と線１／２．ＶS 以上の線１０２ｂ’、１０４ｂ’によって制

限された部位との間の差を２重斜線の部位１０５によって示す。

      【００７９】

  走査電圧ＶS が実質的に等しい４個の増し分（インクリメント）部分に分割さ

れているいる場合、電源は走査電圧ＶS および走査電圧ＶS の４分の１に実質的

に等しい電圧を図１のＬＣＤ１０ディスプレイに供給しても差し支えない。例え

ば、図１４に示すように、独立した電源（図示せず）は励振器１１０、１１２、

１１４、１１６、１１８を介して走査電圧ＶS 、３／４ＶS 、ｌ／２ＶS 、１／

４ＶS 、及び、接地をＬＣＤディスプレイ１０の行電極へ供給するために用いら

れる。この場合、最も低い走査電圧から開始して励振器１１０～１１６によって

供給される４つの異なる電圧が順次印加される。明らかに、ＶS は４個未満また

は4個以上の増し分（インクリメント）に分割されても差し支えない。この場合

、インクリメントは等しいか又は等しくなくても差し支えなく、この種の変動は

本発明の範囲に含まれる。

      【００８０】

  インクリメント用に電圧の全てを供給する代りに、例えば上述の実施形態にお

けるように、これらのいくらかはスイッチ及びキャパシタを用いて達成可能であ

る。従って、関係する行電極の電圧インクリメント全体を通じて段階的供給を達

成するために、図５に示す時限ｔ０からｔ１、及び、ｔ２からｔ３において、行

電極に対して電荷を供給または吸収するために、図３に示すように１つ又は複数

のキャパシタを使用することが可能である。その代りに、これらのインクリメン

トは、例えば図５に示す時限ｔ１からｔ２までにおいて反対電圧遷移状態になろ

うとする行電極を一緒に接続することによって達成される。スイッチを使用する

これらの動作については図３、４、５に示し、これらを参照して詳細に記述した

。この種および他の実施形態は本発明の範囲内に含まれる。

      【００８１】

  行電極に印加される電位をインクリメントを介して段階状に形成するという前

述の着想は能動マトリックスタイプならびに受動ＬＣＤディスプレイ、及び、Ｌ

ＣＤを走査する単一および多重線に適用可能である。
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      【００８２】

  本発明は種々の実施形態を参照して記述してきたが、本発明の範囲から逸脱す

ることなしに変更および修正が実施可能であり、本発明は添付特許請求の範囲お

よびそれらの等価体によってのみ定義され得ることを理解されたい。ここに参照

された全ての参照資料はそれらの全てが引用によってここに組み込まれている。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  ＬＣＤパネル及び本発明を説明するために有用なその行および例電極の概略正

面図である。

    【図２】

  本発明を説明するために有用な図１の行および列電極に印加される電圧の説明

図である。

    【図３】

  本発明の好ましい実施形態を示す図１の行電極を励振する制御回路の一部を形

成する３つの代表的回路の概略図である。

    【図４】

  図３の回路の動作を説明する表を示す図である。

    【図５】

  図４の表に従った行電極の電圧遷移の説明図である。

    【図６】

  本発明の代替実施形態における図１の行電極を励振する制御回路の一部分を形

成する３つの代表的な回路の説明図である。

    【図７】

  図６の回路を用いて達成される行電極の電圧に関する波形のプロット図である

。

    【図８】

  本発明の他の実施形態を説明する図１の列電極を励振する制御回路の一部分を

形成する３つの代表的な回路の概略回路図である。

    【図９】
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  図８の回路の動作を説明する表を示す図である。

    【図１０】

  図８の回路の動作を説明する列電極の電圧遷移波形のプロット図である。

    【図１１】

  行反転方式の説明に有用な図１の行電極に印加される電圧の説明図である。

    【図１２Ａ】

  ＬＣＤディスプレイをアドレスするための従来型方式を示すＯＮ及びＯＦＦ状

態にある画素に関する選定された行電極と選定された列電極の間の電圧差のプロ

ット図である。

    【図１２Ｂ】

  ＯＮ及びＯＦＦ状態にある画素に関する選定された行電極と選定された列電極

の間の電圧差のプロット図である。ここに、印加された電圧は本発明の一実施形

態を示す２つの増し分の形で変化する。

    【図１３Ａ】

  図１２Ａのプロット図である。ここに、電圧差の図形的表現が図１２Ｂの一実

施形態における本発明の利点を示すために有用な２つの線によって近似される。

    【図１３Ｂ】

  図１２Ｂ、及び、図１２Ｂの一実施形態における本発明の利点を説明するため

にここに示す電圧差の近似である線のプロット図である。

    【図１４】

  本発明の一実施形態を説明するための電圧電源およびＬＣＤの一部分の構成図

である。
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